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一般会計決算のあらまし

平成17年度歳入歳出決算総括表

　平成17年度一般会計の決算額は、歳入173億4,040万円、対予算執行率101.6％（前年度歳入174億5,932

万円、対予算執行率100.9％）、歳出166億7,235万円、対予算執行率97.7％（前年度歳出167億7,908万円、

対予算執行率97.0％）です。

　前年度に比べて歳入は、地方譲与税、地方特例交付金、繰入金などが増加しましたが、村税、国庫

支出金、県支出金、村債などが減少したことにより、総額で1億1,892万円（伸率△0.7％）減少しました。

　一方、歳出は、諸支出金（財政調整基金積立金、東海病院建設基金積立金、減債基金積立金）が減少

したことにより総額で1億673万円（伸率△0.6％）減少しました。

　歳入から歳出を差し引いた形式収支は、6億6,805万円で、そのうち翌年度に繰り越すべき財源5,609万

円を差し引いた純剰余金である実質収支は、6億1,196万円の黒字となりました。

　なお、決算額を当初予算比較でみると、歳入は9.1％の増で、歳出は5.4％の増でした。特別会計につ

いては、平成17年度歳入歳出決算総括表をご覧ください。

会　計　別 歳入累計（A） 歳出累計（B）
歳入歳出差引額（C）

（A）－（B）

翌年度繰越財源

（D）

実質収支額

（純剰余金）

（C）－（D）

一 般 会 計 173億4,040万円 166億7,235万円 6億6,805万円 5,609万円 6億1,196万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 27億3,705万円 25億  747万円 2億2,958万円 0円 2億2,958万円

老 人 保 健 事 業 20億3,786万円 20億3,206万円 580万円 0円 580万円

介 護 保 険 事 業 12億5,308万円 12億1,510万円 3,798万円 0円 3,798万円

東海駅西土地区画整理事業 7,471万円 1,883万円 5,588万円 0円 5,588万円

東海駅東土地区画整理事業 2億9,919万円 1億7,517万円 1億2,402万円 964万円 1億1,438万円

東海駅西第二土地区画整理事業 3億5,013万円 2億6,004万円 9,009万円 3,723万円 5,286万円

東海中央土地区画整理事業 6億9,123万円 5億8,722万円 1億  401万円 2,391万円 8,010万円

公 共 下 水 道 事 業 17億9,470万円 17億4,064万円 5,406万円 48万円 5,358万円

須 和 間 霊 園 事 業 9,909万円 5,835万円 4,074万円 0円 4,074万円

総　　計 266億7,744万円 252億6,723万円 14億1,021万円 1億2,735万円 12億8,286万円

村では、皆さんの納めた税金などが昨年度１年間においてどのように使われたのか、

また、今年度はどのように使われているのか知っていただくため、村議会９月定例会

で認定された「平成17年度歳入歳出決算」と「平成18年度上半期（４月１日～９月30日）の

財政状況」を公表します。

なお、金額は表示単位未満、四捨五入で表示しています。

「平成17年度歳入歳出決算」と「平成18年度財政状況」

村の“家計簿”をお知らせします

［［［［［［平成17年度歳入歳出決算］］］］］］
問 合 せ　企画総務部企画財政課財政係（☎282-1711　内線1332）
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一般会計科目別決算額

村民１世帯当たりに使われたお金は　124万円

村民１人当たりに使われたお金は     　46万円

消防費 1万5,625円 教育費 7万6,191円 公債費 3万3,461円

農林
水産業費

1万1,687円衛生費 7万8,262円民生費 8万1,796円総務費 5万3,716円

土木費 7万2,477円商工費 3,564円

議会費 5,744円

歳出

166億7,235万円

歳入

173億4,040万円

村たばこ税  2億1,175万円  （1.2％）

都市計画税  7億7,210万円  （4.5％）

村債                     2億4,900万円  （1.4％）

村税その他      5,558万円  （0.3％）

国庫支出金            8億  337万円  （4.6％）

繰越金                  6億8,024万円  （3.9％）

繰入金                  5億5,050万円  （3.2％）
県支出金               5億1,084万円  （3.0％） 村民税

固定資産税

村税   129億9,690万円  （75.0％）地方消費税交付金   3億4,409万円  （2.0％）
地方特例交付金      1億8,998万円  （1.1％）
その他                  7億  883万円  （4.0％）

98億6,659万円

地方譲与税            3億  665万円  （1.8％）

議会費　          2億  674万円

公債費     12億  434万円 総務費        　19億3,335万円

民生費　        29億4,401万円

衛生費　        28億1,682万円

消防費       5億6,238万円

土木費     26億  861万円

農林水産業費　4億2,064万円

商工費         　1億2,827万円

教育費     27億4,226万円

諸支出金  11億  493万円

（56.9％）

（17.7％）

（ 2.5％）

（16.9％）

（ 0.8％）（15.6％）

（ 3.4％）

（16.5％）

（ 7.2％）

（11.6％）

（ 1.2％）

（ 6.6％）

20億9,088万円

（12.1％）

※一般会計歳出決算額とそれぞれの科目別決算額を平成18年４月１日現在の世帯数（13,368世帯）と人口（35,992人）
で除したものです。
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平成18年度上半期（４月１日から９月30日まで）の一般会計予算執行状況は、歳入の執行率が82.4％（対

前年度比11.6％の減）、歳出の執行率が48.9％（対前年度比3.5％の減）となっています。

　歳入では、村税が予算額118億8,395万円に対し、調定額が124億9,381万円となり、予算を大きく上回

る歳入増が見込まれています。一方、国庫支出金、県支出金、村債の執行率は低い状況です。これは、

国庫支出金、県支出金については、年度後半に交付されるものが多いため、また、村債については、歳

出の執行状況を見ながら、年度後半に借入を予定しているためです。繰入金については、財政調整基

金を一般会計に繰り入れるための予算を計上しましたが、まだ基金の繰り入れを行っていないため執

行率が低くなっています。

歳出では、衛生費が予算額19億1,852万円に対し、支出負担行為額が13億3,403万円、執行率が69.5％

と他の項目と比較して高い水準となっております。これは、企業会計への繰り出しを行っているため

です。

村では、行財政需要が多種多様化するなかで、健全財政を堅持しつつ、皆さんに十分な行政サービス

を提供できるように目指しています。そのためには、事務事業等の見直しを行いながら経費削減を図り、

新規事業についても慎重に検討を重ね、限られた財源の効率的な配分に努めていきます。

国庫支出金

地方特例交付金

そ の 他

村 税

県支出金

村 債

地方譲与税

地方消費税交付金

５ 10 130
（億円）

繰 越 金

繰 入 金

一般会計科目別予算執行状況（歳入）
合
計　

１
４
０
億
５
９
７
３
万
円（
執
行
率
82
・
４
％
） 予算額

調定額（執行率）

※その他には、利子割交付金、自動車取得税交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、分担金および負
　担金、使用料および手数料、財産収入、寄付金、諸収入、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金が含まれます。

13億7,757万円

7,605万円（   5.5％）

1億3,326万円

5億7,179万円

118億8,395万円

4億3,165万円

3億5,900万円

2億1,142万円（ 58.9％）

1億7,688万円（ 41.0％）

0円（   0.0％）

5億1,987万円

124億9,381万円（105.1％）

2億4,639万円（ 43.1％）

1億3,326万円（100.0％）

6億6,806万円

6億6,806万円（100.0％）

6億4,431万円

21万円（   0.1％）

4億6,410万円

5,365万円（  10.3％）

［［［［［［［［平成18年度財政状況］］］］］］］］
上半期一般会計予算執行状況
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◇一般会計…村民税や固定資産

税など、皆さんが納めたお金

を財源として、福祉や環境衛

生、教育、道路建設などの事

業を行う中心的な会計。

◇特別会計…特定の事業を行う

場合に、一般会計と区分して

経理するための会計。

◇調定額…当該年度に収入する

ものとして決定したお金。

◇支出負担行為額…当該年度に

支出するものとして決定した

お金。

◇村税…村民税や固定資産税な

ど、皆さんに納めていただく

お金。

◇国庫支出金…村が行う特定の

事業に対して、国から交付さ

れるお金。

◇繰越金…前年度から繰り越さ

れたお金。

◇繰入金…基金や特別会計から

の受け入れ金。

◇県支出金…村が行う特定の事

業に対して、県から交付され

るお金。

◇村債…国や民間金融機関など

から借り入れたお金（借金）。

◇地方譲与税…一度、国税として

徴収され、その後、国から村に

一定の基準で譲与されるお金。

◇地方消費税交付金…皆さんが

納めた消費税のうち、県から

交付されるお金。

◇地方特例交付金…恒久的な減

税に伴う村税の減収を補てん

するために、国から交付され

るお金。

◇教育費…小・中学校、幼稚園、

社会教育などに使われるお金。

民 生 費

議 会 費

そ の 他

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費

農林水産業費

10 20 30
（億円）

土 木 費

総 務 費

一般会計科目別予算執行状況（歳出）
合
計　

83
億
３
６
３
９
万
円（
執
行
率
48
・
９
％
） 予算額

※その他には、商工費、災害復旧費、諸支出金、予備費が含まれます。

32億3,029万円

2億1,754万円

10億9,540万円

34億8,677万円

7億3,223万円

4億3,221万円

1億4,599万円（33.8％）

4億1,562万円（56.8％）

5億4,613万円（46.3％）

12億2,654万円（35.2％）

1億  389万円（  9.5％）

1億1,382万円（52.3％）

25億2,955万円

13億2,390万円（52.3％）

22億3,238万円

13億3,512万円（59.8％）

11億7,867万円

13億3,403万円（69.5％）

財政用語の解説 ◇民生費…福祉、医療などに使

われるお金。

◇土木費…道路、公園の整備な

どに使われるお金。

◇総務費…全般的な管理事務や

財政･財産管理、選挙などに

使われるお金。

◇衛生費…保健衛生、環境衛生、

ごみ、し尿処理などに使われ

るお金。

◇公債費…村が借り入れた村債

（借金）の元金や利子の償還に

使われるお金。

◇消防費…火災・水害予防や消

火･救急救助活動などに使わ

れるお金。

◇農林水産業費…農業委員会運

営、農業や畜産業などに使わ

れるお金。

◇議会費…議会運営に使われる

お金。

支出負担行為額（執行率）

17億9,135万円（55.5％）

19億1,852万円
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村税負担の状況

特別会計予算執行状況

国民健康保険
事 業

25億4,695万円
18億3,019万円（71.9％）

19億7,976万円
老 人 保 健
事 業

14億9,471万円
介 護 保 険
事 業

東海駅西土地
区画整理事業

7,090万円（75.6％）

766万円（ 8.2％）

9,374万円

東海駅東土地
区画整理事業

1億5,838万円（75.3％）

7,981万円（37.9％）

東 海 駅 西 第 二
土地区画整理事業

東海中央土地
区画整理事業

公共下水道
事 業

17億8,837万円

須和間霊園
事 業

7,285万円（73.4％）

601万円（ 6.1％）

9,929万円

５ 10 15 20 25

予算額

調定額

（億円）

介護サービス
事 業

47万円（ 2.0％）

35万円（ 1.5％） 

2,346万円

名　称 平成18年９月30日現在高

財 政 調 整 基 金 27億2,743万円

減 債 基 金 13億5,000万円

奨 学 基 金 1億4,658万円

芸 術 振 興 基 金 1,000万円

国 際 交 流 基 金 1,834万円

地 域 福 祉 基 金 2億1,129万円

臨界事故事後対策基金 250万円

総合福祉施設運営基金 6,700万円

公立学校施設整備基金 14億  990万円

児童福祉施設整備基金 2億8,589万円

国民健康保険支払準備基金 1億3,266万円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 0円
緑 化 基 金 1億4,921万円
消防緊急通信指令施設整備基金 6,000万円

合　計 65億7,080万円

基金の状況

借入先 平成18年９月30日現在高

一
般
会
計

財務省 55億8,276万円

日本郵政公社 19億  540万円

公営企業金融公庫 2億9,777万円
銀行等 3億5,001万円
全国自治協会 670万円
環境再生保全機構 1億2,084万円
茨城県 1億9,252万円

計 84億5,600万円
介
護
会
計

茨城県 4,260万円
計 4,260万円

下
水
道
会
計

財務省 33億4,261万円
日本郵政公社 28億3,878万円
公営企業金融公庫 29億9,208万円

銀行等 307万円
計 91億7,654万円

合　計 176億7,514万円

村債（借入金）の状況

収入済額 １世帯当たり負担額 １人当たり負担額

村税 92億5,798万円 68万8,735円 25万7,109円

村民税 13億2,521万円 9万8,587円 3万6,803円

うち個人分 9億  315万円 6万7,189円 2万5,082円

固定資産税 72億2,572万円 53万7,548円 20万  670円

うち個人分 8億5,304万円 6万3,461円 2万3,690円

軽自動車税 4,990万円 3,712円 1,386円

村たばこ税 8,702万円 6,474円 2,417円

入湯税 59万円 44円 16円

都市計画税 5億6,954万円 4万2,370円 1万5,817円
うち個人分 6,775万円 5,040円 1,882円

　※村税収入済額を平成18年10月１日現在の世帯数（13,442世帯）と人口（36,008人）で除したものです。

10億6,728万円（41.9％）

8億3,695万円（42.3％）

5億4,491万円（36.5％）

8億5,428万円（57.2％）

9億6,268万円（48.6％）

3億7,866万円

2億7,273万円（72.0％）

7億2,998万円

3億1,338万円（42.9％）

3億5,652万円（48.8％）

8億5,151万円（47.6％）

8億8,752万円（49.6％）

支出負担行為額

2億1,046万円

2億  599万円（54.4％）
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　現在、自治体を取り巻く環境は、国の三位一

体の改革や地方分権の推進などで、大きな変革

期を迎えており、従来型の行政スタイルから転

換期に差し掛かっています。同時に、行政にも

経営の視点が求められ、自治体自らが考え、責

任を持って行動する「自主・自律」が自治体運営

の基本となりつつあります。

　このような中、幸いにも東海村は他の市町村

に比べて有利な条件を有しています。これらの

資源を有効に活用し、さらなる東海村発展のた

めの施策づくりに、私自身の経験を生かしてま

いりたいと考えております。

　もとより、微力ではございますが、全力で村

長を補佐し、住民の皆さまの目線に立って職務

を全うする所存でございますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。

　去る９月の村議会定例会におきまして、村議

会のご同意を得、10月１日付けで助役に就任

いたしました。身に余る光栄と存じますととも

に、その責任の重さに身の引き締まる思いであ

ります。

昭和55年４月茨城県職

員となり、地方課課長

補佐、新線・つくば調

整課課長補佐等を歴任。

平成18年４月、東海村

政策審議室長となり、

同年10月助役に就任。

渡
わた な べ

邊　政
まさ

美
み

就任のごあいさつ
（S32.４.１生）

　平成18年第３回東海村議会定例会において、前政策審議室長の渡邊政美さんが助役に選任

されましたので紹介します。

新助役を紹介します新助役を紹介します

◆問 合 せ　福祉部地域医療推進課（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

新しい村立東海病院
●大切なお知らせ
次回の診察予約を取ってある方が急に来院できなくなった場合は、電話で予約を取り消すことがで

きます。最近、１日当たり約10人ほどの患者さんが、無断で予約を取り消しています。ほかの患者

さんに迷惑が掛かりますので、来院できないときは必ず予約取り消しの連絡をしてください。

予約を取り消した場合、次回の予約は電話では取れませんので、本人かご家族が来院し、総合受付で

次回の予約を取ってください。また、予約なしで来院した場合は、“予約外診療担当医”の診察を受け、

希望する担当医師の次回予約を取ってください。

急に具合が悪くなったり、けがをしたりした場合、平日は予約とは関係なく診察します。その場合、

来院する前にできるだけ電話をしてから来院してください。特に、夜間や休日等の場合は、専門の

医師が不在となる場合がありますので、必ず電話で確認してください。

どうしても土曜日の担当医師に診療してもらいたい場合、土曜日については予約制ではありません

ので、当日、診療を希望する医師で受付手続きをしてください。なお、土曜日は午前中のみの診療

となっています。

インフルエンザの予防接種は予約制ではありませんので、当日の受付時間内に受付を済ませてくだ

さい。午後１時から４時30分まで（土曜日は午前８時45分から11時30分まで）の間で、予防接種当番

医師が接種します（ただし、ワクチンの在庫がなくなり次第、受付終了となります）。

※「病院への上手なかかり方」は、今月お休みします。
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地
区
委
員
会
と
は
？

　

地
区
委
員
会
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

10
年
間
に
村
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
計
画
書
、

東
海
村
第
４
次
総
合
計
画「
と
う
か
い
21
世
紀
プ
ラ
ン
」

の
中
に
位
置
付
け
る
地
区
別
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

平
成
11
年
度
に
各
小
学
校
区
単
位
に
設
置
し
た
も
の
で

す
。
地
区
別
計
画
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
村
が

委
嘱
し
た
方
10
人
と
行
政
職
員
２
人
で
構
成
さ
れ
る
地

区
委
員
会
の
委
員
が
、
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
議
論
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
今
後
は
、
地
区
別
計
画
に
掲
げ
る
努

力
目
標
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
学
区
単
位
の
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
き
、
住
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
・

問
題
の
解
決
を
目
指
す
自
治
組
織
に
な
り
ま
す
。

現
況
と
課
題
お
よ
び
地
区
委
員
会
の
任
務

　

平
成
13
年
度
か
ら
は
、
地
区
別
計
画
を
実
行
す
る
た

め
に
、
新
た
な
委
員
を
委
嘱（
任
期
は
１
期
２
年
）
し

ま
し
た
。
各
地
区
に
お
い

て
は
、
地
区
委
員
会
の
名

称
を
決
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た（
表
１
参
照
）。
し
か

し
、
平
成
13
年
度
か
ら
17

年
度
ま
で
の
前
期
５
年
間

の
事
業
経
過
や
展
開
を
み

る
と
、
①
活
動
が
一
部
住

民
に
限
定
②
地
区
内
の
周

知
・
認
知
度
が
低
い
③
取
り
組
み
が
一
部
事
業
に
特
化

④
総
合
計
画
と
の
連
携
不
足
⑤
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る

各
種
事
業
と
の
連
携
、
日
程
調
整
不
足
⑥
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
予
算
措
置
が
不
明
確―

―

な
ど
の
理
由
か

ら
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
に
活
動
が
進
展
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
行
政
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
部
・

課
と
、
地
域
の
各
種
委
員
会
や
協
議
会
な
ど
の
委
員
だ

け
が
直
接
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
と
し

て
の
考
え
方
や
予
算（
費
用
対
効
果
）・
事
業
の
日
程
調

整
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た（
図
１
参
照
）。

　

各
地
区
が
有
す
る
課
題
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
た
め
、
行
政

が
村
内
全
域
に
同
一
の
施
策
を
実
施
す
る
だ
け
で
は
、

課
題
解
決
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
ま
た
、
村
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
大
変
盛

ん
で
す
が
、
村
内
全
域
を
対
象
と
し
た
活
動
が
多
く
、

地
区
委
員
会
の
名
称

事
業
内
容

白
方
の
自
然
と
未
来
を

考
え
る
会

豊
岡
な
ぎ
さ
公
園
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動

住
み
良
い
村
松
を
つ
く

る
会

地
域
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
歴
史
勉
強

会
、
地
区
内
危
険
個
所
の
現
地
調
査

石
神
の
豊
か
な
自
然
・
歴

史
と
未
来
を
つ
な
ぐ
会

石
神
城
址
公
園
の
整
備
、
歴
史
勉
強
会

緑
豊
か
な
中
丸
地
区
を

作
る
会

中
丸
小
学
校
南
側
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整

備
、
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
散
策
マ
ッ
プ
作
成

い
き
い
き
と
し
た
舟
石

川
・
船
場
を
育
て
る
会

水
神
堂
地
区
の
整
備
、
地
区
内
散
策

マ
ッ
プ
作
成

水
と
緑
の
真
崎
地
区
住

民
の
会

真
崎
古
墳
群
周
辺
の
整
備
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
、
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
散
策
マ
ッ
プ
作
成

（表１）

活発な意見交換が行われる地区委員会

地
区
委
員
会
が
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
！

〜
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
〜

必
ず
し
も
地
区
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
も
の
と
は
い
え

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
議
論
を
行
い
、
地
域
が

で
き
る
も
の
は
地
域
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
し
て
行
政
は
、
環
境
や
条
件
の
整
備
な
ど
、
地

域
住
民
が
活
動
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
支
援
体
制
を
作

る
と
と
も
に
、
地
域
だ
け
の
力
で
は
ど
う
し
て
も
困
難

な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
、
住
民
自
治
制
度（
区
長

か
ら
自
治
会
長
制
度
へ
の
移
行
）
お
よ
び
第
４
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
当
た
り
、
区

長（
現
、
自
治
会
長
）や
こ
れ
ま
で
の
地
区
委
員
会
の
委

員
と
の
協
議
を
重
ね
、
新
た
な
地
区
委
員
会
を
組
織
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
図
２
参
照
）。

　

地
域
の
団
体
や
人
材
を
幅
広
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結

び
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
主
体
的
に

議
論
を
行
う
こ
と
で
、
総
合
的
に
調
整
ま
た
は
解
決
す

る
こ
と
が
で
き
る
住
民
組
織（
村
か
ら
の
委
嘱
は
行
わ

な
い
）
と
し
て
再
出
発
し
た
地
区
委
員
会
は
、
運
営
委

員
会
と
東
海
村
第
４
次
総
合
計
画
の
６
本
柱
に
沿
っ
た

６
部
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。
ま
た
、

運
営
委
員
会
は
、
各
地
区
の
自
治
会
長
お
よ
び
４
つ

の
部
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
青
少
年
育
成
東
海

村
民
会
議
支
部
の
正
・
副
部
会
長
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
平
成
18
年
度
は
、
特
に
組
織
づ
く
り
に
重

点
を
置
い
て
い
る
た
め
、
各
部
会
と
も
、
自
治
会
か
ら

の
推
薦
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
各
種
団
体
の
代
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表
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
や
地
域
内
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

に
も
多
数
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
の
新
た
な
支
援

　

村
で
は
、
新
た
に「
東
海
村
み
ん
な
で
地
域
づ
く
り

事
業
補
助
金
交
付
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
祭
り
、
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
に

開
催
さ
れ
る
防
犯
・
防
災
活
動
や
福
祉
活
動
等
に
補
助

を
行
う
な
ど
、
地
区
委
員
会
が
実
施
す
る
事
業
を
積
極

的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

新
し
い
地
区
委
員
会
が
発
足
し
て
半
年
が
経
過
し
た

現
在
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
な
活
動
を
行
う
こ
と

で
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
お
り
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
事
業
計
画
や
協
力
体
制
が
生
ま
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
区
委
員
会
が
そ
の
機
能
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
既
存
の
組

織
・
団
体
や
行
政
と
の
事
業
調
整
や
周
知
の
徹
底
、
予

算
等
を
協
議
し
な
が
ら
解
決
を
図
る
な
ど
、
あ
る
程
度

の
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
要
望
・
行
政
解
決
型
か

ら
の
脱
却
、
地
域
自
治
・
住
民
自
治
へ
の
移
行
を
目
指

す
た
め
に
、
協
働
を
基
本
と
し
て
、
地
区
委
員
会
と
行

政
と
の
意
見
・
情
報
交
換
を
積
極
的
に
行
う
中
で
、
行

政
が
行
う
べ
き
こ
と
、
地
域
が
行
う
べ
き
こ
と
な
ど
、

役
割
分
担
の
明
確
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

合

せ

　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
係（
☎
282
局

１
７
１
１　

内
線
１
３
４
１
）

青少年育成東海村民会議
（青少年センター）

社会福祉協議会

役　場

団体（村内全域対象）

安全・安心部会

事　業

事　業

事　業

事　業

事　業

事　業

○ ○ 課

○ ○ 課

自治推進課

○○地区委員会

地区社会福祉協議会
（福祉分野）

青少年育成東海村民会議支部
（教育分野）

建設・環境部会

事　業政策審議室 農・工・商業部会

運
営
委
員
会

企画・総務部会

（図２）今後の方向性 （図１）従来の組織

青少年育成東海村民会議
（青少年センター）

社会福祉協議会

役　場

団体（村内全域対象）

事　業

事　業

事　業

事　業

事　業

事　業

○ ○ 課

○ ○ 課

自治推進課

地　域

○○委員会

○○協議会

○○地区委員会

○○支部

総合計画の６本柱 地区委員会の部会等
石　　神 白　　方 真　　崎 村　　松 中　　丸 舟石川・船場

委員長 鈴木　欣一 佐藤　紀夫 黒羽根弘一 川崎　好孝 笠原　武士 照沼　卓郎

安心して住めるまち安全・安心部会
部会長 照沼　政直 小池　利通 宮内十三生 川﨑　道隆 河野　　武 保苅　廣夫

副部会長 黒羽　福子 冨永　重行 中野　トキ 川又　寿光 原　　　弘 小泉　行広

支えあって生きる
まち

地区社会福祉協議会
部会長 内田　　勤 岸　　三男 疋田　　浩 田口　佳弘 井上　義明 照沼貢一郎

副部会長 柴田　郁子 富山　　明 野上　紀子 関田　和子 高橋　文子 齋藤すみ子

個性と生きがいを
育むまち

青少年育成東海村
民会議支部

部会長 本田　篤巳 齋藤　祐壽 関村　徹雄 田川　　博 渡邊　浩二 鈴木　晴憲

副部会長 福地　正文 酒井　光惠 広木　正志 齋藤　　守 笹嶋　　久 神永　敦嗣

新たな可能性を創
るまち

農・工・商業部会
部会長 海老沢　寛 根本　一成 佐藤　映史 照沼　　豪 根本　龍哉 河野　　昭

副部会長 鴨志田妙子 石田　悦子 海老原安智 井坂　文明 松本　　毅 助川　　眞

快適で人にやさし
いまち

建設・環境部会
部会長 佐藤　正男 皆川　四郎 大藪久一郎 須藤　勝夫 （調整中） 武藤　　

副部会長 國安　照雄 橋本　敏子 工藤　一江 清水　智子 河野きよ子 土川　　進

信頼でつなぐ自治
のまち

企画・総務部会
部会長 川松　文夫 坂本　文男 木村喜久雄 照沼　友教 十津川　浩 岩谷　　豊

副部会長 髙橋　孝子 植野　和浩 今泉　謙二 杉山　顕壽 石川喜和子 服部　智子

（表２）

● 9

（敬称略）
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●国民保護訓練を実施！

救護所の救護チームによる視診・問診

自家用車を使った災害時要援護者の避難訓練

役場災害対策本部室における緊急対処事態対策本部

９月29日、「茨城県国民保護訓練（原子力災害対処訓練）」

が茨城県ほか近隣８市町、警察、陸上自衛隊等との共催に

より行われました。これは、平成16年に成立した、武力

攻撃事態等から国民を守る「国民保護法」に基づいて作成中

の「東海村国民保護計画」の実効性を検証するとともに、村

民の皆さんに国民の保護のための措置に対する理解を深め

てもらうことを目的としたもの。今回の訓練は、日本原子

力発電（株）東海第二発電所がテログループによって攻撃さ

れ、放射性物質が放出される可能性が高くなったことを想

定し、茨城県や東海村ほか近隣市町は、緊急対処事態対策

本部を設置。白方区・豊岡区・岡区・百塚区・内宿２区・竹

瓦区・亀下区・豊白区などの避難対象地域の住民や、地域

の施設関係者をバスで搬送する住民等避難訓練のほか、災

害時要援護者の避難訓練として、民生委員・児童委員、消

防団、近隣住民の協力を得、初めての試みとして自家用車を

使った避難訓練にも取り組みました。一方、救護所となった

総合体育館では、避難住民等救援訓練として、放射能による

汚染を防ぐための汚染防護服を着用した放射線測定要員が

放射線測定器を使用して、白方小学校の児童や住民など一

部の避難者の身体表面汚染検査を実施しました。自家用車を

使った災害時要援護者の避難訓練に参加した方は、「初めて

訓練に参加しました。道路が渋滞すると思っていましたが、

スムーズに避難することができました」と話してくれました。

放射能汚染のある負傷者を速やかに処置するための茨
城県防災ヘリコプターを使った緊急被ばく医療訓練

救護所（総合体育館）で行われた身体表面汚染検査
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●広がる笑顔、深まる交流
９月８日、石神内宿２区自治会（深谷三郎自治会長、世帯

数190世帯）の「地域親睦交流運動会」が石神小学校で行わ

れました。これは、いきいき地域活力助成事業の一環とし

て行われたもので、三世代の交流や地域住民の親睦を深め

ることを目的としたもの。澄みきった青空の下、４チーム

に分かれた参加者177人は、大玉転がしやパン食い競走、グ

ランドゴルフなど全６種目で熱戦を展開。どの種目でも、“三

世代”の参加により笑顔があふれたグラウンドには、子ども

からお年寄りまで、たくさんの交流の輪が広がっていました。

●“学ぶことの楽しさ”再認識
10月５日から９日まで、「第18回全国生涯学習フェスティ

バルまなびピアいばらき2006」が笠松運動公園など県内各

地で行われました。舟石川小学校吹奏楽部による演奏で幕

を開けた笠松会場は、行政機関等の展示ブース「まなび発

見ステーション」や、石神小学校合奏部など各種団体等が活

動の成果を発表する「まなび体験ステージ」などを見学する

子どもたちや家族連れで大にぎわい。また、中央公民館では

記念事業として歴史講座も行われるなど、生涯学習の魅力

に触れた来場者は、学ぶことの楽しさを再認識したようです。

●夕暮れ時は早めのライト点灯を
９月22日、「秋の全国交通安全運動街頭キャンペーン」が、

村交通安全対策協議会やひたちなか西地区交通安全協会の

方々など103人の参加により、舟石川交差点で行われまし

た。今回のキャンペーンでは、「気をつけて！　あなたの

帰りを待つ家族」のスローガンの下、通勤途中のドライバー

に啓発物品を配布しながら、①高齢者の交通事故防止②夕

暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止③後

部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用

の徹底④飲酒運転の追放――を笑顔で呼び掛けていました。

トウキョウサンショウウオに興味津々 「とことん茨城を知る　ふるさと発見歴史講座」 東海村の民話の紙芝居に見入る子どもたち

石神小学校合奏部による迫力ある演奏
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【
俳　

句
】

十
六
夜
の
月
清
ら
か
に
高
々

と

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

天
高
く
ほ
ほ
吹
く
風
の
秋
め
い
て

 

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

園
児
ら
は
楽
し
き
顔
で
藷
を
掘
る

 
村　

松　

川
﨑　

常
義

新
涼
の
湯
の
宿
に
い
て
風
の
音

 

舟
石
川　

佐
藤　

と
よ

彼
岸
花
日
暮
れ
の
庭
に
あ
か
り
け
り

 

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

名
月
を
何
と
詠
む
か
で
酒
す
す
む

 

外　

宿　

西
山　

純
一

清
流
の
川
面
に
映
る
か
え
で
か
な

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

終
戦
日
孫
の
拳
を
頭
に
受
け
ぬ

 

村　

松　

松
本　

正
勝

北
風
を
背
に
受
け
進
む
花
野
な
り

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

い
に
し
え
に
思
い
め
ぐ
ら
す
花
野
か
な

 

白
方
中
央　

根
本　
　

武

池
田
山
ふ
ら
り
ふ
ら
り
と
御
殿
山
へ

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

　
　

【
短　

歌
】

亡
き
母
と
話
が
し
た
く
秋
の
色
濃
く
な
り
た
り
し
墓
に

参
り
ぬ 

船　

場　

村
上
よ
り
子

　

石
神
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
昨

年
の
11
月
、
30
年
余
り
の
歴
史
を
持
つ
石
神
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
、
軟
式
野
球

チ
ー
ム
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
現
在
、

監
督
で
あ
る
長
山
富
士
雄
さ
ん
の
指
導
の
下
、
15

人
の
団
員
と
そ
の
父
母
で
結
成
す
る
育
成
会
が
一

丸
と
な
っ
て
、
毎
週
、
練
習
や
試
合
に
励
ん
で
い

ま
す
。
長
山
監
督
に
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
時
代
か
ら
引
き
続
き
、
野
球
の
技
術

向
上
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
な
ど
を
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
育
成
会
の
メ
ン

バ
ー
全
員
が
コ
ー
チ
で
あ
る
と
い
う
監
督
の
指
導

方
針
の
下
、
親
も
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
実
感
し
な

が
ら
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
石
神
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
発
足
し
て
１
年
目

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、「
い
ば
ら
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」
や「
ひ

た
ち
な
か
秋
季
大
会
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ
ッ

ク
優
勝
を
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
と
勝
利
の
喜
び

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
少
年
団
に
か
か
わ
り
、
は
や
６
年
に
な

り
ま
す
が
、
現
在
は
育
成
会
の
会
長
と
し
て
少
年

団
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
夏

合
宿
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
少
年
団
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
卒

団
生
の
多
く
が
中
学
校
で
も
野
球
を
続
け
て
お
り
、

部
活
の
な
い
と
き
な
ど
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
く

れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
成
長
す
る
姿
を
見
続
け
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
親
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
、
喜
び
や
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
少

年
団
活
動
は
、
忙
し
い
日
々

の
生
活
に
、
新
鮮
な

気
持
ち
と
充
実
感
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

石
神
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
４

年
生
以
下
の
団
員
が
少
な
い
状
況
で
す
。練
習
は
、

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少

年
団
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
必
ず
さ
ま

ざ
ま
な
成
長
を
遂
げ
て
い
き
ま
す
。
小
学
生
を
持

つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
私
た
ち
と
一
緒
に
野

球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

き
っ
と
、
子
ど
も
た

ち
の
素
晴
ら
し
い
笑
顔
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
子
ど
も
が
小
学
生
だ
か
ら
こ
そ
共
有
で
き
る

〝
今
〞を
大
切
に
し
、親
子
の
絆

き
ず
な

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

石神ベースボールスポーツ少年団にかかわって
石神ベースボールスポーツ少年団育成会会長

石神内宿　広
ひろ

原
はら

　正
まさ

文
ぶみ

   

ＰＡＲＴ . ８０

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

左端が今月のエッセイスト
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ＶＯＬ .  ９０

エッセー頑張る

今どきの
青少年

　

「
パ
ス
！
」
と
声
を
掛
け
て
送
っ
た
ボ
ー
ル
が
、

仲
間
の
シ
ュ
ー
ト
に
よ
り
パ
シ
ッ
と
ゴ
ー
ル
に
決

ま
っ
た
瞬
間
、
ピ
ー
ッ
と
い
う
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴

り
、
僕
た
ち
の
チ
ー
ム
が
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

僕
は
、
小
学
１
年
生
の
と
き
か
ら
、
親
の
勧
め

で
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
ま
し

た
。
み
ん
な
と
一
緒
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
け
回
る

楽
し
さ
を
覚
え
た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
盛
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
東
海
村
で

は
、
伝
統
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
僕
が
ホ
ッ
ケ
ー

と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
本
当
の
面
白
さ
を
知
っ
た
の

は
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
仲
間
と
心
を

１
つ
に
し
て
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
醍だ

い

醐ご

味み

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
を
抜
い
て
仲
間
に
ボ
ー
ル

を
つ
な
い
だ
瞬
間
、お
互
い
の
頑
張
る
気
持
ち
も
、

パ
ス
で
つ
な
が
っ
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ホ
ッ

ケ
ー
は
、
６
人
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
が
決
ま
っ
た
と

き
が
一
番
楽
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
は
、
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
危

険
も
伴
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、ル
ー
ル
も
厳
し
く
、

し
っ
か
り
と
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
サ
ッ

カ
ー
な
ど
と
は
違
い
、
シ
ュ
ー
ト
は
あ
る
一
定

の
距
離
で
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

ボ
ー
ル
が
足
に
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ボ
ー
ル

を
高
く
上
げ
た
り
、
相
手
に
見
え
な
い
よ
う
に
体

で
ボ
ー
ル
を
隠
し
た
り
し
て
し
ま
っ
て
も
反
則
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
相

手
に
け
が
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
作
ら
れ
た
安
全
の

た
め
の
ル
ー
ル
で
す
。
き
っ
と
、
ル
ー
ル
の
難
し

さ
も
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

僕
た
ち
の
来
年
の
目
標
は
、
全
国
大
会
出
場
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、

さ
ら
に
練
習
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
僕
た
ち
と
一
緒
に
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し

む
仲
間
が
、
も
っ
と
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

父
の
日
の
き
ょ
う
わ
ざ
わ
ざ
に
子
の
嫁
が
届
け
て
く
れ

ぬ
白
き
ポ
ロ
シ
ャ
ツ 

村　

松　

高
橋　

正
弘

つ
る
や
葉
の
伸
び
拡
が
っ
た
藷
畑
ス
コ
ッ
プ
入
れ
れ
ば

紅
あ
ず
ま
見
ゆ 

外　

宿　

小
林
美
代
子

ま
づ
ま
づ
の
わ
が
田
の
稔
り
垂
れ
し
穂
の
風
に
な
び
く

を
し
ば
し
見
て
立
つ 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

取
り
入
れ
の
す
み
し
刈
り
田
は
静
か
に
て
す
す
き
の
穂

波
青
空
に
映
ゆ 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

両
親
は
健
康
な
わ
が
身
体
を
与
へ
く
れ
た
り
有
難
き
か

な 
南　

台　

根
本
内
俊
男

裏
庭
に
刈
り
の
こ
し
た
る
芒
あ
り
吹
き
入
る
秋
の
風
の

さ
わ
や
ぐ 

内　

宿　

村
上　

文
江

早
朝
の
わ
が
楽
し
み
の
い
ち
じ
く
は
す
で
に
て
鳥
に
先

を
こ
さ
れ
ぬ 

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

刈
り
し
田
に
声
さ
わ
が
し
く
む
く
ど
り
の
落
穂
つ
い
ば

め
り
あ
す
十
五
夜
か 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

脚
悪
く
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
老
わ
れ
は
支
え
ら
れ
つ
つ
日
毎

過
ご
し
ぬ 

船　

場　

中
井
川
し
げ

う
ろ
こ
波
流
る
る
如
く
染
ま
り
お
り
阿
字
ヶ
浦
に
吹
く

秋
の
夕
風 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

娘
孫
心
や
さ
し
く
育
ち
た
り
枕
な
ら
べ
て
久
々

に
寝

る 

須
和
間　

柴
山　

靖
子

雨
や
み
し
束
の
間
の
風
吹
く
庭
に
青
松
虫
の
鳴
く
声
き

こ
ゆ 

村　

松　

桜
井　

秀
子

　
　

【
川　

柳
】

チ
ョ
イ
悪
を
演
じ
少
し
は
モ
テ
は
じ
め

 

白
方
中
央　

関
口　
　

満

長
電
話
か
け
て
年
金
考
え
る

 

村
松
北　

小
林　

正
義

東
海
村
伝
統
の
ス
ポ
ー
ツ「
ホ
ッ
ケ
ー
」

　
　
　
　
　
　

東
海
南
中
学
校
２
年

村
松　

近こ
ん

藤ど
う　

諭
さ
と
し
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没後７年　橋本祥一写真展
　～レンズで自然と対話する～ ６

月
19
日（
日
）
〜
７
月
２
日（
土
）

　

平
成
11
年
に
他
界
し
た
、
写
真
家
橋
本

祥
一
さ
ん
の
写
真
45
点
を
展
示
し
ま
す
。

茨
城
県
内
の
風
景
で〝
水
〞
を
テ
ー
マ
に
撮

影
し
た
写
真（
全
紙
10
点
、
半
切
35
点
）
を

一
同
に
展
示
し
、
写
真
家
と
し
て
の
足
跡

を
展
観
し
ま
す
。

没後７年　橋本祥一写真展
　～レンズで自然と対話する～ ６

月
19
日（
日
）
〜
７
月
２
日（
土
）

　

平
成
11
年
に
他
界
し
た
、
写
真
家
橋
本

祥
一
さ
ん
の
写
真
45
点
を
展
示
し
ま
す
。

茨
城
県
内
の
風
景
で〝
水
〞
を
テ
ー
マ
に
撮

影
し
た
写
真（
全
紙
10
点
、
半
切
35
点
）
を

一
同
に
展
示
し
、
写
真
家
と
し
て
の
足
跡

を
展
観
し
ま
す
。

６
月
19
日（
日
）
〜
７
月
２
日（
土
）

　

平
成
11
年
に
他
界
し
た
、
写
真
家
橋
本

祥
一
さ
ん
の
写
真
45
点
を
展
示
し
ま
す
。

茨
城
県
内
の
風
景
で〝
水
〞
を
テ
ー
マ
に
撮

影
し
た
写
真（
全
紙
10
点
、
半
切
35
点
）
を

一
同
に
展
示
し
、
写
真
家
と
し
て
の
足
跡

を
展
観
し
ま
す
。

　東海村在住作家を紹介する企画展。機
械の部品を構成する心象絵画作家石山匠
さんが描いた1980年代の作品から最新
作までを一堂に展示します。12日（日）と
18日（土）には、作家による公開制作や学
芸員を招いた対談を開催します。

■
開
館
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

　公募展とは異なった作品発表の場とし
て始まった「墨游展」も12回を迎えます。
楽しく、面白い展覧会との評も聞かれ、
それぞれ個性あふれる作品作りに励んで
います。今年の目玉は何か、ぜひ一度ご
覧ください。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
、
子
ど

も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
重
大
な
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
児
童
虐
待
防
止
法
」が
施
行
さ

れ
た
11
月
を「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」と
定
め
、
児

童
虐
待
に
関
す
る
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
16
年
の
児
童
虐
待
防
止

法
の
改
正
で
は
、
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を

発
見
し
た
人
は
通
告
義
務
が
生
じ
る（
も
し
、
虐
待
が

無
か
っ
た
と
し
て
も
、
通
告
し
た
人
が
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
は
基
本
的
に
な
い
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
身
体
的
虐
待･

性
的
虐
待
・
ネ
グ
レ

ク
ト（
養
育
の
怠
慢
や
拒
否
）･

心
理
的
虐
待
の
４
種
類

が
あ
り
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
お
よ
び
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
虐
待
を
経
験
し

た
人
が
親
に
な
っ
た
と
き
に
、
虐
待
を
起
こ
し
て
し
ま

う
世
代
間
連
鎖
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
深
刻
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
児
童
虐
待

問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
早
期
発
見
・
早
期
対

応
で
き
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
日　
　

時　

11
月
27
日（
月
）午
後
２
時
〜
４
時

▽
場　
　

所　

役
場
行
政
棟
５
階
原
子
力
視
察
研
修
室

▽
講　
　

演　

演
題
／「
虐
待
す
る
親
の
心
理
」　

講
師

／
金
丸
隆
太
さ
ん(

茨
城
大
学
講
師)

▽
参

加

費　

無
料

　

福
祉
部
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
６
８
）

第12回東海Ｉ～ＭＯのまつり
　今回で12回目となる「東海Ｉ

い

～
～

Ｍ
も

Ｏ

のまつり」は、東海村の特産品であり、

健康食品としても親しまれている「サ

ツマイモ」が主役の祭典です。今年は、

水戸ホーリーホックの選手２人が出演

する特別イベントなども開催します。

ご家族やお友達をお誘い合わせの上、

ぜひご来場ください。

■期　　日 11月23日（木）

■時　　間 午前８時45分～午後４時

■場　　所 東海文化センター

■内　　容 ①水戸ホーリーホックの

選手が出演する「特別イベント」　②

「キックターゲット」　③制限時間内

に何個食べられるかを競う「芋よう

かん早食い競争」　④イモのつかみ

取りをする「ジャンジャンどり」　⑤

サツマイモの収穫を体験する「いも

掘り探検隊」（午前９時30分受け付

け開始、先着500人）　⑥仮面ライ

ダーカブトショーなど

■問 合 せ 東海Ｉ～ＭＯのまつり運

営協議会（経済環境部経済課内　☎

282-1711　内線1438）

※
最
終
日
は
午
後
３
時

　

で
閉
館
し
ま
す
。

※
最
終
日
は
午
後
３
時

　

で
閉
館
し
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
講
演
会

問

合

せ

12
月
３
日（
日
）
〜　

９
日（
土
）

11
月
12
日（
日
）
〜　

25
日（
土
）

 第12回墨游展 石山匠展 ～色彩と形象のリズム～
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

12
月
２
日
か
ら
全
面
開
館
し
ま
す

　

図
書
館
で
は
、
９
月
４
日
か
ら
の
天
井
改
修
工
事
に

伴
い
、
業
務
を
縮
小
し
、
多
目
的
ル
ー
ム
の
み
を
開
館

し
て
い
ま
し
た
が
、
12
月
２
日(

土)

か
ら
は
、
全
面
開

館
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

工
事
期
間
中
は
、
特
別
貸
し
出
し
を
行
い
ま
し
た
が
、

全
面
開
館
後
は
、
貸
し
出
し
冊
数
が
通
常
通
り
と
な
り

ま
す
。
特
別
貸
し
出
し
期
間
中
に
資
料
を
借
り
た
方
は
、

速
や
か
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
返
却
し
て
い
な
い
場

合
は
、
新
た
に
貸
し
出
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
貸
出
レ
シ
ー
ト
や
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
確
認
し
、

返
却
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
読

み
終
わ
っ
た
資
料
は
、休
館
日
や
夜
間
で
も
多
目
的
ル
ー

ム
前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
不
便
・
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
図

書
館
を
目
指
し
て
、
職
員
一
同
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
貸
し
出
し
点
数
お
よ
び
貸
し
出
し
期
間

図
書
館
行
事
案
内

●
ま
つ
い
の
り
こ
さ
ん
講
演
会

〜
赤
ち
ゃ
ん
は
絵
本
を
待
っ
て
い
る
〜

　

子
ど
も
た
ち
に
大
変
人
気
の
あ
る「
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ

び
り
び
り
」「
と
け
い
の
ほ
ん
１
・
２
」な
ど
、
数
多
く
の

絵
本
を
執
筆
し
て
い
る
ま
つ
い
の
り
こ
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
期　
　

日 

12
月
６
日(

水)

▼
時　
　

間 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場　
　

所 

中
央
公
民
館

▼
内　
　

容 

講
演
、
乳
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
実

演
な
ど

▼
そ

の

他 

予
約
制
の
託
児
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）が
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月
22
日

（
水
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み 

11
月
26
日（
日
）ま
で
に
、
図
書
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話（
☎
282
局
３
４
３
５
）で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【巡回】「たんぽぽの会」による　
おはなし会
日程等 ①11月11日（土）…中丸コミュニティセンター

　　　　②11月18日（土）…真崎コミュニティセンター

　　　　③11月25日（土）…舟石川コミュニティセンター

　　　　④12月２日（土）…村松コミュニティセンター

　　　　⑤12月９日（土）…白方コミュニティセンター

時　間 午後２時～３時

内　容 各図書コーナーで、絵本の読み聞かせ

　　　　や手遊びなどを行います。

休館日
11月13日（月）・20日 （月）・23日（木）

　　27日（月）～30日（木）

12月１日（金）・４日（月）

国
民
年
金

だ 

よ 

り

住
居
表
示
該
当
者
の

国
民
年
金

種　
　

類

貸
出
点
数

貸
出
期
間

図
書
資
料

10
冊
以
内

２
週
間

雑
誌

２
冊
以
内

２
週
間

視
聴
覚
資
料

２
点
以
内

１
週
間

　

11
月
13
日（
月
）
の
住
居
表
示
実
施
に
よ
り
、
白
方
、

豊
岡
、
舟
石
川
、
石
神
内
宿
の
一
部
地
域
が
新
住
所
で

表
示
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
該
当
地
区
に
お
住
ま
い
の

年
金
受
給
者
お
よ
び
被
保
険
者
は
、
住
所
変
更
の
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、「
住
居
表
示
変
更
証

明
書
」は
、
福
祉
部
住
民
課
で
発
行（
無
料
）し
ま
す
。

■
年
金
受
給
者 

福
祉
部
保
健
年
金
課
に
備
え
付
け
の

「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所

（
〒
３
１
０―

０
０
６
２　

水
戸
市
大
町
２
丁
目
３

番
32
号
）へ
郵
送
、
ま
た
は
福
祉
部
保
健
年
金
課
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
第
１
号
被
保
険
者 

第
１
号
被
保
険
者（
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
で
、
自
営
業
者
や
自
由
業
者
と
そ
の

家
族
お
よ
び
学
生
）
は
、
福
祉
部
保
健
年
金
課
が
住

所
の
変
更
を
一
括
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
届
け
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
第
２
号
被
保
険
者 

第
２
号
被
保
険
者（
現
役
の
会

社
員
な
ど
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
や
、
公
務
員

な
ど
共
済
組
合
の
組
合
員
）
は
、
勤
務
先
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
３
号
被
保
険
者 

第
３
号
被
保
険
者（
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

配
偶
者
）
は
、
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問

合

せ 

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
３
）



16 ●● 17

募集

平成 18 年 10 月１日現在
前月比

世帯数 13,276 世帯  ＋ 16
総人口 35,926 人 ＋ 9
　男 18,028 人 　＋ 7
　女 17,898 人 ＋ 2

人口と世帯数 11・10 号／お知

クアップ／ Nov.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

●期　　日 平成19年１月８日（月）　※雨天決行。

●場　　所 笠松運動公園および周辺道路

●種　　目 ハーフマラソンの部（高校生以上）、

10kmの部（高校生以上）、３kmの部（中学生）、

２kmの部（小学４～６年生）、１kmの部（小学１

～３年生）

●対　　象 アマチュア競技者で健康な方（ハ

ーフマラソンは２時間30分以内、10ｋｍは１

時間30分以内で所定のコースを走破できる方）

●参 加 費 一般…2,500円　高校生…1,500円

小中学生…1,000円（村内小中学生は500円）

●申し込み・問合せ 11月30日（木）（当日消印

有効）までに、所定の申込書（払込取扱票）に

必要事項を記入の上、参加費を添えて最寄り

の郵便局または東海村新春マラソン大会事務

局（総合体育館内　☎283-0673）へ申し込み

ください。　※このほか、インターネット・

携帯サイト（http://www.runnet.jp/）からの申し

込みも可能です。

第34回東海村新春マラソン大会
参加者募集

　プロの演奏家を講師に招き、楽器別および合

奏のレッスンを開催します。初心者からベテラ

ンの方まで楽しめる講座ですので、ぜひご参加

ください。

パート別レッスン

●期　　日 平成19年１月13日（土）・27日（土）、

２月３日（土）・17日（土）・24日（土）、３月３日

（土）（全６回）

●時　　間 午前11時から午後４時20分まで

の間で１クラス80分間のレッスン

●場　　所 東海文化センター、東海南中学校

●受 講 料 2,000円／人

合奏レッスン

●期　　日 平成19年１月27日（土）、２月３

日（土）・17日（土）・24日（土）（全４回）

●時　　間 午後６時50分から７時50分まで

の60分間のレッスン

●場　　所 東海文化センター

●受 講 料 1,000円／人

対　　象

　小学４年生以上で、村内在住・在勤・在学

の方

そ の 他

　①管楽器は各自でご用意ください。②両方の

受講が可能です。

申し込み・問合せ

　11月11日（土）から26日（日）までに、（財）東

海村文化・スポーツ振興財団（東海文化センタ

ー内　☎282-8511）へ受講料を添えて申し込み

ください。なお、応募者多数の場合は先着順と

なります。

東海村吹奏楽楽器講座
第８期受講生募集

　社交ダンスは誰にでもできる有酸素運動です。
健康維持やストレス解消にも大いに役立ちます
ので、ぜひご参加ください。
■期　　日 12月４日（月）・11日（月）・25日（月）、
平成19年１月22日（月）・29日（月）、２月５日（月）・
26日（月）、３月５日（月）・12日（月）・26日（月）　
（全10回）
■時　　間 午後１時～３時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住でおおむね65歳以上の
方（先着30人）
■参 加 費 1,000円／人　※初回に徴収します。
■申し込み・問合せ 11月24日（金）までに、高
齢者センター（☎282-4300）へ申し込みください。

健康社交ダンス教室参加者募集
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
12日(日) 武藤小児クリニック 282-7722

19日(日) 村立東海病院 282-2188

23日(木) 茨城東病院 282-1151

26日(日) 村立東海病院 282-2188

11 月の休日診療日程

　子どもたちの交流と保護者同士の子育ての輪

を広げる、百塚保育所の育児サークル「カンガル

ーサークル（パートⅢ）」が12月から始まります。

●日 程 等

●時　　間 午前10時～ 11時15分

●場　　所 百塚保育所

●対　　象 ２歳半から就学前までの子どもと

その親

●会　　費 無料

●申し込み 初めて参加する方は11月16日（木）、

今までに参加したことがある方（今年度の参

加者を除く）は11月17日（金）の午前10時から午

後３時まで（正午から午後１時までを除く）に、

白方コミュニティセンター（和室）で申し込み

を受け付けます。

●問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保

育所内　☎270-5660）

カンガルーサークル
会員募集

期　　日 定員
12月５日から平成19年２月20日までの
毎週火曜日（全10回）　

先着
25組

12月７日から平成19年２月22日までの
毎週木曜日（全10回）

先着
25組

■日　　時 11月27日（月）　午前10時～ 11時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の親子（先着60組）
■申し込み 11月13日（月）の午前10時から午後
４時まで（正午から午後１時までを除く）に、
①所定の申込書に必要事項を記入の上、長堀
すこやかハウスへ直接②地域子育て支援セン
ター（百塚保育所内）へ電話――のいずれかの
方法で申し込みください。
■問 合 せ 地域子育て支援センター（百塚保
育所内　☎270-5660）

「親子でふれあう楽しいダンス！」参加者募集

■日　　時 11月29日（水）　午後１時30分～３時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の女性（80人程度）
■講　　演 演題／「なぜ乳がん検診が必要な
の？」　講師／太田代紀子さん（おおたしろク
リニック副院長）

■そ の 他 予約制の保育サービス（無料）があ
りますので、ご利用ください。

■申し込み・問合せ 11月22日（水）までに、保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

乳がんに関する講演会参加者募集参加
費

無
料

　木の温
ぬく

もりに触れながら、身の回りで使う小
物などの作成に取り組んでみませんか。ぜひ、
ご参加ください。
■期　　日 12月２日（土）・16日（土）（全２回）
■時　　間 午後１時30分～３時30分
■場　　所 中央公民館
■対　　象 村内在住の男性（先着10人）
■講　　師 岡野志津子さん（黒ばら会木彫教
室講師）
■参 加 費 1,800円／人（材料費を含む）
■そ の 他 彫刻刀は各自ご持参ください。
■申し込み・問合せ 11月17日(金)までに、企
画総務部自治推進課ハーモニー・交流係（内
線1343）へ申し込みください。

男の生活工房「男性の木彫り教室」参加者募集

■対　　象 ①保護者が昼間働いている②母親
が出産の前後③保護者が疾病中④家庭に長期
にわたる疾病人がおり、保護者が看護してい
る⑤保護者が子どもを保育できない正当な理
由がある――のいずれかに該当する世帯で、
同居している方を含めて乳幼児の保育ができ
ない世帯
■募集保育所（園） 公立保育所…①百塚保育所
②村松保育所　③舟石川保育所　私立保育園
…①チューリップ保育園　②南台保育園　③
おおぞら保育園　④サンフラワーこどもの森
保育園　※いずれの保育所（園）も、就学前の
児童を若干名募集します。
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課または
各保育所（園）に備え付けの「保育所入所のし
おり」の保育所入所申込書・家庭状況書兼保
育児童家庭調査票に必要事項を記入し、保育
できない理由を証明する書類（就労証明書、
診断書等）を添付の上、11月13日（月）から30
日（金）まで（土・日曜日、祝日を除く）の午前
８時30分から午後５時15分までに、福祉部社
会福祉課児童福祉係（内線1169）へ申し込みく
ださい。

平成19年度保育所（園）入所（園）児募集

会
費

無
料
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エトセトラ

　「ごみゼロの村」を目指す環境美化運動の一環
として、秋のクリーン作戦を実施します。ごみ
のないきれいなまちにしましょう。
■日　　時 11月19日（日）　午前７時～８時
※雨天時は、11月26日(日)へ順延となります。

■場　　所 村内全域
■問 合 せ 経済環境部環境政策課環境保全係
（内線1451）

ご協力ください！　秋のクリーン作戦

　11月13日（月）から、東海地区（下図青枠線内）

の住所の表示が、住居表示の実施により「東海

一丁目（二丁目、三丁目）○○番△△号」となり

ます。住居表示は、皆さんの住所をより分かり

やすく、探しやすいものにするための制度です

ので、ご理解・ご協力をお願いします。

●問 合 せ 福祉部住民課住民係（内線1125）

東海地区の
住居表示を実施します

　土壌消毒などに使用されている土壌燻
くん

蒸薬剤
（Ｄ－Ｄ、ドロクロール類）の空き缶を回収します。
■期　　日 11月29日（水）
■時　　間 午前９時～午後３時（正午から午
後１時までを除く）

■場　　所 ＪＡひたちなか東海支店
■費　　用 100円／缶（当日現金を徴収します）
■搬入条件 ①缶の中を洗浄し、よく乾かして
臭気のないもの。②缶の上部と底部に直径10
センチメートル以上の穴を開けたもの（当日会
場に穴を開ける道具を用意します）。　※搬入
条件が守られない場合は、回収できません。

■問 合 せ ＪＡひたちなか東海支店東海配送
センター（☎282-0203）

　「PLAY the CLASSIC ！－弦楽器シリーズ－」
をテーマに、地域の文化愛好者が奏でるピアノ
とバイオリンによる演奏会を開催します。
■日　　時 11月26日（日）　午後１時30分開場、
午後２時開演
■場　　所 東海文化センター
■そ の 他 託児サービス（1,000円／人）をご
利用の方は、11月19日（日）までに申し込みく
ださい。

■申し込み・問合せ （財）東海村文化・スポー
ツ振興財団（東海文化センター内　☎282-8511）

　「シング・シング・シング」「Ａ列車で行こう」
「ムーンライト・セレナーデ」など、ジャズの名曲
をダイナミックな演奏でお楽しみください。
■日　　時 平成19年１月14日（日）　午後３時
30分開場、午後４時開演

■場　　所 東海文化センター
■入 場 料 全席指定　大人…3,000円　高校生以
下…1,000円　※未就学児の入場はできません。
■そ の 他 託児サービス（1,000円／人）があり

東海自由空間vol.５～あなたも私も出演者～

ニューイヤージャズコンサート「角田健一ビッグバンド」

入場
料

無
料

土壌燻蒸薬剤の空き缶を回収します

か
え
で
通
り

原研通り

東海村役場

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

も
み
じ
通
り

東海三丁目
東海
二丁目 東海

一丁目

ますので、ご希望の方は、１月７日（日）までに
申し込みください。
■申し込み 11月18日（土）の午前９時から、東海
文化センター窓口で入場券を販売します。なお、
窓口販売の残券があった場合のみ、午後１時から
電話予約を行います。　※団体（30人以上）につ
いては、11月14日（火）から10％引きで販売します。
■問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財団
（東海文化センター内　☎282-8511）

　女性の人権問題について、女性の人権擁護委
員が相談に応じます。お気軽にご相談ください。
■期　　間 11月13日（月）～ 19日（日）
■時　　間 午前８時30分～午後７時30分（土・
日曜日は午前10時から午後５時まで）
■専用電話 ☎0570- 0

ゼロナナゼロのハートライン

7 0 - 8 1 0
■そ の 他 期間外でも、毎週月曜日から金曜
日（祝日を除く）までの午前８時30分から午
後５時15分まで、専用電話にて相談を受け付
けています。なお、秘密は厳守します。
■問 合 せ 水戸地方法務局人権擁護課（☎227-
9919）

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
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　村内在住の方で、家庭に心の病気をもつ方が
いる家族を対象に開催する交流会です。お気軽
にご参加ください。
■期　　日 11月17日（金）　
■時　　間 午後１時30分～３時30分 
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■内　　容 懇談・意見交換など
■参 加 費 無料
■申し込み・問合せ 福祉部社会福祉課障がい
福祉係（内線1136）

家族交流会を開催します

消さないで　あなたの心の　注意の火。

　11月９日から15日までを「秋季全国火災予防

運動週間」として、全国一斉に火災予防運動が

実施されています。みんなで「火の用心」に心掛

け、火災のないまちをつくりましょう。

●問 合 せ 消防本部予防課予防係（☎282-

2038）

秋季全国火災予防運動を
実施しています

常陸太田市●第20回都々逸全国大会
◆日　　時 11月26日（日）　午前９時開演
◆場　　所 常陸太田市生涯学習センター（常
陸太田市中城町3280番地）
◆入 場 料 無料
◆問 合 せ 常陸太田市商工観光課（☎0294-
72-3111　内線217）

ひたちなか市●第55回勝田全国マラソン大会参加者募集
◆期　　日 平成18年１月28日（日）　※雨天決行。
◆対　　象 高校生以上の日本陸連登録者およ
び一般アマチュア競技者
◆参 加 費 一般（フルマラソン）…3,500円　
一般（10キロメートル）…3,000円　高校生…
2,500円
◆参 加 賞 大会オリジナル長袖Ｔシャツ、完
走（乾燥）いも、完走証は当日のみ発行
◆そ の 他 マラソンの部男女上位入賞者（若
干名）をボストンマラソンに派遣
◆申し込み・問合せ 11月30日（木）（当日消印
有効）までに、所定の申し込み用紙に必要事
項を記入の上、勝田全国マラソン大会事務局
（〒312-0016　ひたちなか市松戸町2-6-1　ひ
たちなか市松戸体育館内　☎275-7752　ホー
ムページhttp://www.runtes.jp）へ申し込みくだ
さい。なお、参加費は郵便振込みまたは大会
事務局に直接ご持参ください。

北茨城市●磯原節大会
　詩人野口雨情がふるさとの磯原を詠んだ「磯
原節」。この民謡を三味線や尺八の伴奏で、約
200人が謡います。
◆期　　日 12月９日（土）　
◆時　　間 午前９時～午後５時40分
◆場　　所 ウェディングパレス白浜（北茨城
市関南町神岡下219-29） 

◆問 合 せ 北茨城市商工観光課観光係（☎
0293-43-1111　内線363）

水戸市●元旦スポーツフェスティバル
元旦マラソン大会

◆時　　間 午前８時30分スタート
◆対　　象 小学生以上の方（先着2,400人）
◆コ ー ス 千波湖畔１周
◆参 加 費 300円／人（傷害保険料を含む）
◆申し込み 12月１日（金）から10日（日）まで
の午前９時から午後８時（月曜日は午後５時）
までに、参加費を添えて水戸市スポーツ振興
協会（水戸市総合運動公園体育館内　水戸市
見川町2202-1）へ申し込みください。

初テニス
◆時　　間 午前８時～正午
◆場　　所 水戸市総合運動公園
◆参 加 費 無料
◆申し込み 当日会場で受け付けます。

初 泳 ぎ
◆時　　間 午前７時～正午
◆場　　所 小吹運動公園屋内プール（水戸市
小吹町820-2）

◆参 加 費 無料
◆申し込み 当日会場で受け付けます。

問 合 せ
　水戸市スポーツ振興協会（☎243-0111）

となりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイド

　「上を向いて歩こう」を歌った歌手、故坂本九さ
んの長女・大島花子さんのコンサートを行います。
■期　　日 11月25日（土）　※雨天決行。
■時　　間 午前９時30分～午後２時30分
■場　　所 東海文化センター
■そ の 他 ①幸の実園編集の詩画集「あなた
のおかあさんでよかった」の朗読会　②物品
販売、模擬店など
■問 合 せ 2006ふれあいフェスタinさちのみ
実行委員会（☎282-0644）

2006ふれあいフェスタinさちのみ入場
料

無
料
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-68

夢は…。“音楽関係の仕事に就くこと”

照沼小学校５年●佐
さ

藤
とう

友
ゆ

希
き

　私の夢は、音楽関係の仕事に就くことです。理由は、

小さいころにフジ子・ヘミングさんのＣＤやテレビ番

組を聞いたり見たりして、とても感激したからです。

　フジ子・ヘミングという人は、病気で片方の耳が全

く聞こえなくなり、大変な思いをしながらもたくさん

練習して、ピアノを弾き続けました。演奏を続けて、

年を取ってから有名になりました。フジ子さんが弾く

「ラ・カンパネラ」という曲に私は感激して、音楽につ

いて興味を持つようになり、ピアノやほかの楽器の演

奏についても学びたいと思いました。それに、音楽の

テレビ番組やＣＤを見たり聞いたりしていると、気分

が良くなるので、私は音楽が大好きです。

　これから、中学校、高校へと進んでいきますが、音

楽への興味を持ち続け、夢をかなえるために頑張って

いきたいと思います。
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さ
な
体
で
大
き
な
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
私
の
お
な
か
に
い
る
こ
ろ
か
ら

元
気
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
、
私
は
、

こ
の
ま
ま
普
通
に
出
産
を
迎
え
ら
れ
る

と
思
い
、
わ
が
子
の
誕
生
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
妊
娠
６
か

月
目
に
前
期
破
水
・
切
迫
早
産
に
な
っ

て
し
ま
い
、
急
き
ょ
入
院
。
病
院
の
先

生
か
ら「
こ
の
ま
ま
で
は
、
９
０
０
グ
ラ

ム
で
生
ま
れ
て
し
ま
う
か
も
…
」
と
言

わ
れ
、
私
と
主
人
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
の
日
々
は
、
お

な
か
を
さ
す
り
な
が
ら「
１
日
で
も
長

く
マ
マ
に
し
っ
か
り
し
が
み
つ
い
て
い

て
」
と
願
う
ば
か
り―

―

。
そ
の
願
い

が
通
じ
た
の
か
、
夏
鈴
自
身
が
頑
張
り
、

主
人
を
は
じ
め
家
族
の
励
ま
し
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
、
無
事
出
産
の
日
を
迎
え
、

何
の
問
題
も
な
く
生
ま
れ
て
き
て
く
れ

た
と
き
は
、
皆
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
は
や
１
年
が
過
ぎ
、
夏
鈴

は
家
族
の
愛
を
一
身
に
受
け
な
が
ら
、

心
身
共
に
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
夏
鈴
も
、
社
会
に
出
て

た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
、
素
直
で
優
し
く
、
誰
か
ら
も
愛

さ
れ
る
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
、
私

た
ち
夫
婦
は
望
ん
で
い
ま
す
。

ちゃん
●春

か す が い

日井里
り

那
な

お散歩

　天気の良い日に、お友達と一緒に

お散歩をしたときの様子を描いてく

れた里那ちゃん（５歳）。

　「お散歩の途中、大好きな縄跳び

をしていると、虹が見えたんだよ」

と、笑顔で話してくれました。

村 松
保育所


